




























され（Campbell, 2020; Bradbury-Jones, & Isham, 
2020; Mazza, Marano, Lai, Janiri, & Sani, 2020; 




た（Boserup, McKenney, & Elkbuli, 2020）。
　このような警告は我が国においてもひろく報道
され，注意が促された。例えば，厚生労働省子ど
も家庭局は，すでに 4 月 10 日の段階で，「新型コ
ロナウイルス感染症への対応における DV 被害者
等への支援に係る 留意事項について」という文





































月以上）交際中の 18 歳から 29 歳までの男女 400
人ずつ合計 800 名。男性の平均年齢は，24.36 歳



















調査の時期：本調査は，令和 2 年 5 月 16 日～17
日にかけて実施した。新型コロナウィルス感染に
伴う全国の緊急事態宣言は，4 月 7 日に発令され，























付けた。第 2 因子は 5 項目からなり，コロナウィ
ルスに関する出来事についての不安について測定
する項目であったため「コロナ不安因子」と名付
けた。α係数は，第 1 因子がα＝0.87，第 2 因子
がα＝0.89 で十分高かった。第 1 因子と第 2 因子
の相関は r＝0.52（p<0.1）だった。パターン行列
を Table 1 に示す。新型コロナウィルスに対する
うつと不安尺度について。性差を分析したとこ
ろ，うつ尺度，不安尺度とも男性よりも女性の得














































 1， 自分が新型コロナに感染するのではないかと不安である －.068 .877
 2， 自分が新型コロナにかかってひとに感染させるのではないかと不安である －.015 .811
 3， 新型コロナウィルスがこわい －.079 .884
 4， 新型コロナウィルス流行後，気分が落ち込むことが増えた .809 .075







 8， 新型コロナウィルスが流行してから，孤独を感じることが増えた .684 .042
 9， 新型コロナウィルスの流行がいつまでも終息しないのではないかと不安である .050 .715
10， 新型コロナウィルス流行後にいらいらしやすくなった .814 －.050





コロナうつ得点 19.71（8.31） 21.56（7.92） p<.01
コロナ不安得点 22.26（7.27） 25.23（6.07） p<.01
注）　（　）内は標準偏差





























平均値 標準偏差 基準値との差 t 値 有意確率（両側）
個人の行動
通勤通学 2.34 1.40 －1.67 －33.66 0.00
外出して買い物 2.19 1.18 －1.81 －43.33 0.00
インターネット 5.06 1.45 1.06 20.58 0.00
読書・勉強・趣味の活動 4.72 1.43 0.72 14.21 0.00
睡眠 4.96 1.40 0.96 19.43 0.00
カップルでの行動
直接デートする 2.04 1.24 －1.96 －44.67 0.00
会って部屋で一緒に過ごす 2.76 1.85 －1.24 －18.99 0.00
音声通話 4.27 1.41 0.27 5.39 0.00
画像通話 3.91 1.34 －0.09 －1.88 0.06
チャットなどテキストでの会話 4.19 1.33 0.19 4.13 0.00
注）　変化がない場合評定値は 4 になる。そこからの増減について検定を行った
Table 4　コロナうつ不安尺度と行動変化の相関
通勤通学 買い物 ネット 趣味 睡眠 直接デート 部屋で一緒 音声通話 画像通話 チャット
コロナうつ因子 －.046 －.069* .165** .065 .177** －.133** －.102** .095** －.025 .110**
コロナ不安因子 －.013 －.128** .361** .226** .311** －.193** －.038 .284** .159** .251**
注）　**p<.01; *p<.05
Table 5　緊急事態宣言前後の恋愛関係尺度の変化
緊急事態宣言前 緊急事態宣言後 t 値 有意確率 相関係数
愛情 4.31 4.44 －6.14 0.00 0.90
尊敬 4.43 4.53 －5.34 0.00 0.91












































た。結果を Table 9 に示す。身体的暴力，支配監
視で p<.01 で，言語的暴力で p<.05 で有意にデー
Table 6　緊急事態宣言前後の恋愛関係尺度の変化とコロナうつ不安尺度の相関
愛情増加量 尊敬増加量 友情増加量
コロナうつ因子 .015 .002 －.085*









身体的 1.24 1.14 2.43 0.02
間接的 1.17 1.11 1.46 0.15
支配監視 1.44 1.29 2.41 0.02
言語的 1.34 1.33 0.18 0.86
性的 1.17 1.14 0.84 0.40
経済的 1.16 1.1 1.47 0.14









身体的 1.22 1.09 3.44 0.00
間接的 1.17 1.07 3.16 0.00
支配監視 1.38 1.25 2.30 0.02
言語的 1.33 1.27 1.11 0.27
性的 1.18 1.11 1.88 0.06
経済的 1.15 1.08 2.18 0.03
ストーキング 1.18 1.05 3.69 0.00
注）　検定は両側検定





男性（被害者）の各平均評定値を Table 10 に，














は 109 組存在した（全体の 13.6％）。同棲者は，
男性 41 名，平均年齢 25.39 歳（SD 2.94），女性
68 名，平均年齢 24.69 歳（SD 2.38）であった。
Table 9　 緊急事態宣言前後におけるデートバイオレンス・ハラスメント得点の変化（男女込み）
緊急事態宣言前 緊急事態宣言後 ｔ値 有意確率 相関係数
身体的 1.19 1.15 2.96 0.00 0.80
間接的 1.14 1.12 1.62 0.11 0.72
支配監視 1.37 1.32 2.81 0.01 0.83
言語的 1.33 1.30 2.08 0.04 0.82
性的 1.16 1.14 1.31 0.19 0.81
経済的 1.13 1.12 1.12 0.26 0.79
ストーキング 1.12 1.11 0.65 0.52 0.68
Table 10　 緊急事態宣言前後におけるデートバイオレンス・ハラスメント得点の変化 
（男性被害者）
緊急事態宣言前 緊急事態宣言後 ｔ値 有意確率 相関係数
身体的 1.24 1.22 1.55 0.12 0.87
間接的 1.17 1.17 －0.29 0.77 0.81
支配監視 1.44 1.38 2.24 0.03 0.82
言語的 1.34 1.33 0.42 0.67 0.80
性的 1.17 1.18 －0.14 0.89 0.80
経済的 1.16 1.15 0.15 0.88 0.77
ストーキング 1.17 1.18 －0.24 0.81 0.73
Table 11　 緊急事態宣言前後におけるデートバイオレンス・ハラスメント得点の変化 
（女性被害者）
緊急事態宣言前 緊急事態宣言後 ｔ値 有意確率 相関係数
身体的 1.14 1.09 2.56 0.01 0.70
間接的 1.11 1.07 2.41 0.02 0.58
支配監視 1.29 1.25 1.71 0.09 0.83
言語的 1.33 1.27 2.61 0.01 0.84
性的 1.14 1.11 2.21 0.03 0.84
経済的 1.10 1.08 1.57 0.12 0.83
ストーキング 1.07 1.05 1.34 0.18 0.53
151新型コロナ緊急事態宣言下における恋愛関係とデートバイオレンス 
同棲者と非同棲者でコロナに対するうつ尺度得点
は，同棲者 20.16，非同棲者 20.71 で，t（798）＝
－0.65　不安尺度得点は，同棲者 23.80，非同棲者
23.74 で t（798）＝－0.09 で，いずれも有意な差は
存在しなかった。同棲者のみで，緊急事態宣言前
後におけるデートバイオレンス・ハラスメントの









果を Table 13, 14 にあげる。緊急事態宣言前より
Table 13　 緊急事態宣言前における同棲者と非同棲者のデートバイオレンス・
ハラスメントの違い
同棲者 非同棲者 t 値 有意確率 
身体的 1.34 1.17 2.09 0.04
間接的 1.26 1.12 2.01 0.05
支配監視 1.51 1.34 1.57 0.12
言語的 1.49 1.31 1.92 0.06
性的 1.15 1.16 －0.20 0.85
経済的 1.17 1.12 0.73 0.47




同棲者 非同棲者 t 値 有意確率 
身体的 1.22 1.14 1.19 0.24
間接的 1.14 1.11 0.49 0.63
支配監視 1.41 1.30 1.17 0.24
言語的 1.48 1.27 2.18 0.03
性的 1.15 1.14 0.11 0.91
経済的 1.18 1.11 1.28 0.20




緊急事態宣言前 緊急事態宣言後 ｔ値 有意確率 相関係数
身体的 1.34 1.22 2.67 0.01 0.83
間接的 1.26 1.14 2.31 0.02 0.62
支配監視 1.51 1.41 1.62 0.11 0.80
言語的 1.49 1.48 0.17 0.87 0.82
性的 1.15 1.15 0.00 1.00 0.88
経済的 1.17 1.18 －1.42 0.16 0.98
ストーキング 1.19 1.16 1.65 0.10 0.94
注）　度数は n=109



























































同棲者 非同棲者 t 値 有意確率
身体的増加量 －0.12 －0.02 －2.04 0.04
間接的増加量 －0.12 －0.01 －2.13 0.04
支配監視増加量 －0.10 －0.04 －0.93 0.35
言語的増加量 －0.01 －0.04 0.50 0.62
性的増加量 0.00 －0.02 0.60 0.55
経済的増加量 0.02 －0.02 1.97 0.05
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 We investigated changes in romantic behaviors and dating violence/harassment behaviors of 
heterosexual couples during the state of emergency declaration over new coronavirus pandemic. 
Under the declaration of an emergency, the survey respondents decreased face-to-face interactions 
such as going out and visiting each other’s homes, and increased the amount of communication using 
smartphones and the Internet. This tendency was associated with corona depression and corona 
anxiety. The frequency of dating violence harassment tended to decrease slightly during the 
declaration of an emergency, regardless of whether or not they lived together.
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